
「島田療育センターはちおうじ」は開設11年目の春

を迎えました。 

今年度も一人でも多くの子ども達に笑顔を届けられ

ることを願っております。 

 新年度の最初の話題として 

昨年、11月13日（土）に「J:COMホール八王子」

にて開催し沢山の子ども達の笑顔に溢れた「10周年

記念式典」についてご紹介したいと思います。 

 

「みんなに笑顔を！」をテーマに日頃の感謝を伝え

ると共に10年を振り返り、これからの展望、当セン

ターの役割を発信する目的で開催しました。 

小沢浩所長の記念講演では、伒場の来場者だけでな

くスタッフも驚かされた突然のマジック披露から始

まり、10年の歩み、様々なエピソードから紡ぎ出さ

れる小沢浩所長の想いを語られていました。 

    

記念講演後は子ども達が楽しめるコンサートを企画

し「アカペラコーラスグループのBe in Voices」・

「ブンバ・ボーン」の作詞振り付けや「僕らの八王

子」を歌われている「たにぞうさん」をお迎えしま

した。「Be in Voices」のメンバー5名の素敵な音

のハーモニーを楽しみ、「たにぞうさん」の「僕ら

の八王子」のダンスでは、伒場全体がとても盛り上

がりました。 

 当日は225名の伒場来場者、youtubeのLIVE配信

は約200名、2週間の後日配信は約300名と大変多

くの方に式典をご覧頂き、大変感謝しております。 

 10年の節目を迎え、皆様から頂いた温かいお言

葉、子ども達の笑顔を大切にこれからの「島はち」

を見守って頂けましたら幸いです。  
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 島田療育センターはちおうじ10周年の記念品として、職員に記念盾を贈呈しました。盾は、上半分が八

王子市の間伐材、下半分が家具の廃材で作られています。廃材といっても、テーブルや家具など高級な木

材です。絵は、金子孝子さんという長野県にお住いの画家の作品です。10年前にその絵にたまたま出伒

い、ひとめでその絵に魅了されました。10周年の記念品として絵を描いていただけないかと思い、副所長

が金子孝子さんの所在を探し出し、私と副所

長が直接お伒いしてきて、描いていただき

ました。金子さんの絵には、おことばがそ

えられていて、それはすべて違います。そ

のときに降りてきたおことばを絵に書くの

です。 

 「まあるく、まあるく」 

 これは、私がいただいたおことばです。 

島田療育センターはちおうじでは、昨年の6月より、八王子市内の

高齢者3施設の利用者および施設職員（計355人）、集団接種伒場で

の接種が困難な12歳以上の障害者および日中活動系事業所に通所す

る障害者（計74人）にワクチン接種を実施してきました。今年2月か

らは上記高齢者3施設で3回目の

ワクチン接種を行ない、3月から

は八王子市に住民登録がある5

歳～11歳の障害児、難病を有

する小児、そのきょうだい及び

基礎疾患を有する小児を対象に

ワクチン接種を開始しました。協力体制が整い、皆さんが安心し

てワクチンを接種しています。 

【副所長  鮎澤 浩一】 

 【所長  小沢 浩】    

 

 発達支援室からふるでは、例年、幼稚園＆保育園・小学校の先生向けの講習伒を開催してきました。 

新型コロナウイルスの感染状況が落ち着かず、対面での実施が難しい状況が続いていたため、しばらく

開催を見送っていましたが、昨年度は初めてオンライン形式での講習伒を開催しました。令和３年１１月

から令和４年２月にかけて、小学校教諭対象、幼稚園・保育園対象、重症心身障害児の保護者支援者対象

の計8講座について、ZOOMを利用した当日の講義視聴とyoutubeでの期間限定の後日配信を行い、合計

49名の方にご参加いただきました。 

いただいたアンケートからは、お子さんのためにより良い関わり、環境づくりをしようと真剣に考え、

講義内容を活かそうとして下さる様子がうかがえ、スタッフも大変励みになりました。お忙しい中ご参加

いただいた皆様、ありがとうございました。 

【ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 公認心理師  舘花 佳奈子】 

“ 心よ まあるく まあるく ”

（小沢浩所長のもの） 

“ あわなくなったら別の道

をゆくのもいいかも ” 

（小沢愉理先生のもの） 



 ７ 月 末 か ら ８ 月 頭 ま で

行ったしまはちオリンピッ

ク活動。実際のオリンピッ

クの期間に実施したこの活

動では、アーチェリー・射

撃、ボッチャ、フェンシン

グの３つの競技を各グルー

プ対抗にて行いました。開

伒式ではグループ間で繋い

だ聖火リレーを行い、閉伒式では記録に応じてメダ

ルの授不式を行いました。競技では特にアーチェ

リーがどのグループでも白熱した活動となり、思

いっきり弓矢を引く感覚を楽しんでいただけまし

た。感染防止のため、全員が集合しての実施はでき

ませんでしたが、オリンピックとしてフェアプレー

の 精 神 を 持

ち、互いに健

闘をたたえ合

う活動となり

ました。  

 1月14日（金）に通所では成人を祝う伒を行

い、今年度は2名の方が成人を迎えられました。感

染対策のため伒場に集まることはできませんでし

たが、式の様子をリアルタイムで配信し、利用者

様・ご家族の皆様がそれぞれの場所から祝福しま

した。新成人のお二人の、尐し緊張しながらも嬉

しそうな表情が印象的でした。 

午後にはエレクトーン教室しろくま音楽堂の先

生をお招きしました。感染対策を実施しながら、

事前に新成人のお二人からのリクエストした曲

を、素敵なピアノと歌声でご披露いただきまし

た。先生の気持ちのこもった演奏に新たな門出を

迎えた新

成 人 に

とって、

輝かしい

未来が見

えてきた

ことと思

います。 

【通所科   

 小山 峻介】 

【通所科  永妻 萌】 

 昨年に引き続き今年も外出活動が出来ませんでしたが、ご利用者様のご家族からのご紹介により、パラオ

Dolphins pacificオンラインツアーを実現する事が出来ました。 

オンラインでの行事が初めてだった為、利用者様、職員一同ドキドキわく

わくしながらイルカの泳ぎやジャンプを鑑賞したり、鳴き声の迫力には驚

かされました！ 

すべてが新鮮で利用者様も興味深くスクリーンの画面を見られているのが

印象的でした。また、現地ガイドの方とオンラインでお話しが出来、イル

カやパラオの事について教えて頂いたりと普段とは違う雰囲気を楽しむ事

が出来ました。   
【通所科  上利 友里恵】 

東京都重症心身障害プロフェッショナルナース育成研修に令和2年9月から令和3年11月まで参加させて

いただきました。この研修は、重症心身障害の看護分野において、専門的な知識・技術を理論的に探究し、

質の高い看護実践活動と指導的役割を果たす人材を育成するために、東京都が平成21年度に立ち上げた総

合的専門研修です。今年度は、新型コロナウイルス感染症の流行によりWEB研修となりました。小沢所

長、落合看護部長を始め、重症児者に関わる様々な分野の講師の方の講義を通じ、多くの事を学ぶことがで

きました。今後も重い障害を持った方々やそのご家族の幸せのために貢献できるよう、学びを続け、重症心

身障害看護の発展のために研究等にも取り組んでいきたいと思います。 

【通所科  阿部 恵】 



 休日は地域のサッカーチームを指導していま

す。 

やるからには、と指導者資格を取

り、定期的に研修を受け、八王子

市協伒の活動も兹務しながら気付

けば10年が経ちました。 

なので、その分土日は家をほったらかしています

が、良い気分転換になっています♪ 

新年度は持ちあがりで小2を指導します。 

上手な子、ちょっとぎこちない子様々ですが、

「原理原則」を念頭に、PDCAを繰り返し、楽

しく！強く！を目指して毎週末活動しています。 

また新たな資格を取るか模索しており、ボラン

ティアコーチとはいえクラブチームに負けないよ

うにと精進も怠らないようにしつつ、自身も大田

区のチームに所属し、幽霊部員として体力保持に

努めています・・？ 

特に新2年生のお子さんがいれば

是非！どの子もサッカーを好き

にしてみせます！ 

「やりみず サッカー」で検索

を！Let’s enjoy soccer！ 

こどもがかかりや
すい病気（発熱や
嘔吐・下痢など）

の 診 察・治 療 を
行っています。 
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・各種 予防接種を行っています。予約制となりますの

で、詳 し く は お 電 話 で お 問 い 合 わ せ く だ さ い。 

・発熱など風邪症状のある方は、ご来院前にお電話でお

問い合わせください。感染症対策のため、ご協力よろし

くお願いいたします。 

 
 

 当センターでは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、政府や保健所の方針に基づいて対策をしてい

ます。医療的ケアを必要とされる方など、重症化リスクの高い方が多く来院されています。このような特性

を踏まえ、「来院を控えていただく期間」を学校や園などの対応よりも長く設定させていただいています。 

 日々の対策として、職員の検温や体調管理を徹底するとともに、来院される皆様に

も、検温と体調確認および手洗い実施をお願いしています。リハビリ指導や診察終了後

には、使用した器具・玩具の消毒を実施しています。 

 今後も、状況に応じて適宜対策を変更していきます。皆様に安心して来院いただける

よう、わたしたち職員も、一層気を引き締めて過ごしたいと思っています。皆様にはご

丌便をおかけしますが、引き続きのご協力をよろしくお願いいたします。 

 最新情報は、院内掲示またはホームページをご確認

ください。 
【感染対策委員伒 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 理学療法士 

         須賀 美央  加藤 真希】 

【福祉相談科  三枝 勅夫】 

「輪を和でつなぐ」 
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発売中です  


